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三編集後記 アンケート調査(p.153)へのご協力をどうぞよろしくお願いいたします。回答者の中から抽選で3名様に組品を進呈します。(編)き
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お詫びと訂正

前号，第 56巻 l号に下記の要旨の脱落がありました。著者の皆様に大変ご迷惑をおかけ しました。お詫びして訂正いたします。

脱落部分 (101ページ下段)

P590)11井裕史 h 羽生田岳Hg* . M. Lincleberg** . S. Linclstrom*** : 

褐藻コンブ自の新分類ll!(，Aureophycus aleuticus gen. et sp. novの形態

と分子系統

アラスカ州環境保護局等による沿岸海洋生物多様性調査において，

2006年7月アリューシャン列島中央部の火I.U島で、ある Kagarnil島で，既

知lの種とは全く奥なる形状の大型コンブ類が発見された。本種は水深 5m

程度の海底に大きな群落を作って生育しているが，目指体は全体を通して明

るい黄褐色で，長さ 1mに達する平たい茎状音1;と， 長さ 2mに達する披

針形の葉状古1;からなり， 直径 15cmに達する円1佐|犬の付着器により礁など

の基質に着生している。禁状部は薄いH剣犬だが，茎状音1Iへの移行部は縁

辺部が顕著に厚くなり，黄金色の V字(または Y字)のような外観を呈

する。藻体内音1Iにはコンブ自に特徴的なトランペッ ト状の仮根様制)1包糸を

有するが，犯iill()腔道や毛巣などの附属構造は見られない。2007年の追加l

調査では新たに若い務体も発見されたが，成熟した1181体は依然として得ら

れておらず，生娘i甘'g1きはその形態 ・形成部位ともに不明である。rbcL辿

伝子，核 rDNAITS 領域を用いた分子系統学的自Iq~析では，本極はコンブ

目には含まれるが，既知lの何れの科にも含まれず，チガイソ科の姉妹鮮と

なり， コンフ守目の科レベルの進化を解明する上で数IIとなる種であると考えら

れる。全長 3m tこ達する大型海務の新分類1伴が発見されることはきわめて

希で、あるが，千島列島 ・アリューシャン列島で、は未だ‘ほとんど調査が行わ

れていない海域も多く， 今後さらに新分類鮮が発見される可能性もあるが，

これらの海峨では温暖化などによる急激な海況変化の影響が危倶される。

(オ神戸大 ・内海域センター**米国・ NOAA，***カナダ・プリティシュ

コロンビア大)

第 32回大会実行委員会

P600川井浩史 *.羽生旧-lll-昭 l'.川口栄男 1'*. ;1七山太樹 1:**. 烏EEI

担11え1'**. I:lg村真之 1:****.一木重夫 [::I::!::ド1'* 小笠原諸島 ・父島の海

蹴類多機性調査報告その l

我が国を代表する海洋島の一つである小笠原諸島の海務煩多様性と

海務相の特性を明らかにする 目的で， 1:1本務類学会の調査研究活動の

-l3.¥'1として， 2006年 12月および2007年 5月に父島において海藻フ

ロラ調査を実施した。調査は説明1'1引停における採集，スノ ーケリング ・

スキューパタ守イビングによる写真 ・ビデオ撮影と採集を行い， 予1i1lin甘
な種名 リス トを作成した。現在，これらの燃本につき画像データベー

ス作成を行 うとともに，同定作業を進めており， [1惨坂セii.W，小亀一弘，

山岸幸正，栗原l脆， NiNiWin会員らの協力も得て，形態および分子

マーカーを用いた解析を行った結果，今回の調査だけで 100を超える

分類1J!jーの大型藻類が確認された。この中には米記載の新磁と して現在

発表準備中のものが2極(褐務ウミウチワ属，紅部ムカデノ リ属)含

まれるほか，小笠原 (および日本)新産額が約 20積含まれており，

これまで考えられていた以_I:tこハワイの海務植生がアジア東岸と類似

していることを示唆する結果や，小笠原諸島の独自性を示す結果も得

られている。

("神戸大 ・内海域センター，同 九大 .JJ4k.， **;~匡|立科博 :;::f 同北大 ・

創成科学 *:!ド!北港湾空港技研，ホ材料、*小笠原村議)

自動振替による会費納入のお願い

会員各位
これまでも何度かお知らせしておりますが， 金融機関(銀行， 信用金庫または郵便局)口座からの自動仮替による会資納入が可能となりま した。会員

管理事務の効率化と経費削減につながりますので，ぜひ自動娠替による会主主納入をご検討いただきますよう宜しくお願い1'1"し上げます。なお，自動振替の

促進のため， 引き務とし手数料(税別 1551'3)は当而の1mは学会の負担とさせていただきます。また， 2008年度会費納入からは，自動振替をこー利用の

会員全員に領収書を発行させていただいております(送付は 12月末の引き落とし後)。事務手続き ヒ，外国会員につきましては従来週りクレジッ トカー

ドによる，また学生会員につきましては郵便振潜による振込みのみとさせていただきますので，恋しからずご了承ください。ご不明のj担当ーがありましたら，

下記事務局までご辿申告いただきますよう，よろしくお願い申し上げます。 庶務幹事 (会員担当) 村l谷充仲

[金融機関自動振替をご希望の方(普通会員・団体会員 ・賛助会員対象)1 和文誌「藻煩J53巻 2号に同封しました預金口座振替依頼書に必要事

項をお書き込みの上(銀行，信用金庫の場合は 2ヶ所，郵便局の場合は lヶ所忘れず、際印して下さい)金融機関へこや提出下さい。依頼書をお持ちでな

い方は下記の連絡先までご請求願います。自動振替は 2009年度分からの適用となりますが， 2008年度およびそれ以前の会費未納分につきましても，下

記事務局までご連絡いただ、ければ自動振潜による振込みが可能です。 ※こ百:_Ja・残額不足などの理由により，振替指定日にこ守指定の口座から振替で、き

なかった場合は，後日ご連絡いたしますので，お近くの郵便局で娠込みをお願いいたします(綴込み手数料をご負担下さい)。

[重s便局での振込みをご希望の方]お近くの郵便局にて郵便振替京で振込みをお願いいたします。従来週り，振込み手数料をご負担 Fさい。

振込先 ・口座番号 oJ 640-8-2747 加入者名 日本務類学会

[お申込み ・お問い合わせ先] 干 917-0003 楠井県小浜市学園IIIJL-I 福井県立大学 科l谷充仲宛 T巴1& Fax: 0770-52-9606 




